
山
田
辰
雄
教
授
略
歴

一
九
三
八
年

学
歴

一
九
六
三
年
三

一
九
六
五
年
三

一
九
六
九
年
三

一
九
七
九
年

月
七
日
　
　
東
京
都
に
生
れ
る

月月月

慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
政
治
学
科
卒
業

慶
慮
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
政
治
学
専
攻
修
士
課
程
修
了

慶
鷹
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
政
治
学
専
攻
博
士
課
程
修
了

法
学
博
士
（
慶
鷹
義
塾
大
学
）

山田辰雄教授略歴・主要業績

職
歴

一
九
六
五
年
四
月
　
　
　
　
慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
助
手

一
九
六
九
年
四
月
　
　
　
　
慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
専
任
講
師

一
九
七
二
年
四
月
　
　
　
　
慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
助
教
授

一
九
七
七
年
四
月
　
　
　
　
慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

一
九
八
九
年
一
〇
月
～
九
五
年
九
月
　
　
慶
鷹
義
塾
大
学
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長

一
九
九
五
年
一
〇
月
～
九
九
年
九
月
　
　
慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
長
兼
大
学
院
法
学
研
究
科
委
員
長

　
所
属
学
会

ア
ジ
ア
政
経
学
会
（
常
務
理
事
、

一
九
九
一
年
～
九
三
年
理
事
長
）
、
東
方
学
会
（
理
事
）
、
日
本
現
代
中
国
学
会
（
元
理
事
）
、
日
本
国
際

529
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政
治
学
会
（
評
議
員
）
、
日
本
政
治
学
会

　
海
外
研
究
機
関
に
お
け
る
職
位

ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
極
東
研
究
所
名
誉
博
士
、
南
京
大
学
客
座
教
授
、
南
開
大
学
客
座
教
授
、

海
師
範
大
学
兼
任
教
授
、
北
京
大
学
客
座
教
授
、
上
海
同
済
大
学
顧
問
教
授

上
海
社
会
科
学
院
特
聰
研
究
員
、
上
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山
田
辰
雄
教
授
主
要
業
績

山田辰雄教授略歴・主要業績

　
著
編
書

『
中
国
国
民
党
左
派
の
研
究
』

、
ミ
ミ
ヘ
ミ
、
匙
ミ
沁
じ
っ
気
』
恥
融
“
ミ
栽
ミ
鳴
、
ミ
ミ
♪
N
＜
o
一
ω
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
慶
鷹
通
信
　
　
九
八
O
年

（
霧
ω
o
息
象
Φ
o
象
8
『
m
5
α
o
o
日
ユ
σ
9
0
H
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
お
①
口
≦
o
o
α
℃
お
ω
9
0
0
目
昌
①
o
鉱
o
仁
“
一
〇
〇〇
㎝
．

『
近
代
中
国
人
物
研
究
』
（
編
著
）

『
日
中
関
係
の
一
五
〇
年
』
（
編
著
）

『
中
国
環
境
研
究
－
四
川
省
成
都
市
に
お
け
る
事
例
研
究
』
（
共
編
）

『
近
代
中
国
人
名
辞
典
』
（
主
編
）

『
歴
史
の
中
の
現
代
中
国
』
（
編
著
）

『
日
中
比
較
近
代
化
論
』
（
共
編
）

『
豆
炭
実
験
と
中
国
の
環
境
問
題
－
藩
陽
市
・
成
都
市
に
お
け
る
ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
』

『
中
国
近
代
政
治
史
』

　
論
　
文

「
孫
文
独
裁
下
に
お
け
る
江
精
衛
の
役
割
」

「
中
国
国
民
党
第
二
回
全
国
代
表
大
会
を
め
ぐ
る
江
精
衛
路
線
と
蒋
介
石
路
線
」

「
武
漢
政
府
に
お
け
る
国
民
党
左
派
の
党
権
に
関
す
る
一
考
察
」

（
編
著
）

　
　
　
　
　
慶
鷹
通
信

　
　
　
　
　
東
方
書
店

　
　
　
　
　
勤
草
書
房

　
　
　
　
　
　
霞
山
会

　
　
　
　
　
勤
草
書
房

　
　
　
　
　
晃
洋
書
房

慶
鷹
義
塾
大
学
出
版
会

放
送
大
学
教
育
振
興
会

　
『
法
学
研
究
』
四
一
巻
八
号

『
法
学
研
究
』
四
二
巻
一
二
号

　
『
法
学
研
究
』
四
五
巻
一
号

一
九
八
八
年

一
九
九
三
年

一
九
九
五
年

一
九
九
五
年

一
九
九
六
年

一
九
九
六
年

二
〇
〇
一
年

二
〇
〇
二
年

九九九
ム　 　ユの　 　レノヤ　ノペ　ノペ

九九八
年年年
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「
ジ
ョ
ン
・
S
・
サ
ー
ヴ
ィ
ス
の
延
安
報
告
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
慶
鷹
義
塾
大
学
地
域
研
究
グ
ル
ー
プ
編
『
ア
メ
リ
カ
の
対
外
政
策
』
鹿
島
研
究
所
出
版
会

「
中
国
国
民
党
史
研
究
の
意
義
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
三
色
旗
』
二
九
六
号

「
湯
良
礼
訪
問
記
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
四
五
巻
一
〇
号

「
中
国
国
民
党
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
T
B
S
ブ
リ
タ
ニ
カ
』

「
中
国
国
民
党
改
組
派
の
政
治
路
線
」
　
　
　
　
　
藤
井
昇
三
編
コ
九
三
〇
年
代
中
国
の
研
究
』
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

「
第
一
次
国
共
合
作
形
成
過
程
に
お
け
る
孫
文
思
想
の
変
化
と
展
開
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
五
〇
巻
九
号

「
七
〇
年
代
日
本
に
お
け
る
発
展
途
上
地
域
研
究
－
中
国
政
治
史
」
　
　
　
　
『
発
展
途
上
国
研
究
』
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

「
蒋
介
石
と
注
精
衛
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
日
本
の
戦
史
』
第
五
巻
、
毎
日
新
聞
社

．
．
即
①
8
葺
q
碧
”
需
ω
①
ω
ε
象
8
9
霞
o
α
①
琶
O
巨
コ
餌
、
ω
℃
o
一
三
8
一
匹
ω
一
〇
曼
．
、
　
　
　
　
ミ
も
魯
ミ
O
ミ
ミ
奪
＜
o
一
・

「
中
国
共
産
党
の
国
民
党
改
組
派
評
価
」
（
共
著
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
論
集
近
代
中
国
研
究
』
山
川
出
版
社

「
国
民
革
命
の
時
代
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
嶋
嶺
雄
編
『
中
国
現
代
史
』
有
斐
閣

．
．
ω
器
家
3
0
『
¢
｛
壁
α
葺
①
民
8
B
ぎ
雷
轟
需
津
≦
ぎ
鵬
、
．
　
　
　
　
　
『
珠
海
学
報
』
第
一
三
期
、
香
港
珠
海
書
院

「
中
国
に
お
け
る
国
民
党
史
研
究
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
東
亜
』
一
八
一
号

「
平
和
と
民
主
主
義
の
段
階
に
お
け
る
中
国
国
民
党
の
戦
後
政
権
構
想
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
忠
雄
教
授
還
暦
記
念
論
文
集
編
集
委
員
会
『
現
代
中
国
と
世
界
』
慶
鷹
通
信

「
橘
撲
の
中
国
国
民
革
命
論
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
五
六
巻
三
号

「
尾
崎
秀
美
の
国
民
政
府
論
」
　
　
　
　
　
今
井
清
一
・
藤
井
昇
三
編
『
尾
崎
秀
美
の
中
国
研
究
』
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

「
孫
文
と
鈴
木
久
五
郎
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
東
亜
』
二
〇
三
号

「
第
一
次
国
共
合
作
の
政
治
構
造
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
東
亜
研
究
』
第
九
輯
（
西
江
大
学
校
、
ソ
ウ
ル
）

「
介
紹
三
民
主
義
中
両
個
問
題
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
孫
中
山
研
究
学
会
編
『
回
顧
与
展
望
』
中
華
書
局
、
北
京
、 ρ

Z
o

一
九
七
一
年

一
九
七
二
年

一
九
七
二
年

一
九
七
三
年

一
九
七
五
年

一
九
七
七
年

一
九
七
八
年

一
九
七
九
年

●
ド
お
o
o
9

一
九
八
一
年

一
九
八
一
年

一
九
八
二
年

一
九
八
二
年

一
九
八
二
年

一
九
八
三
年

一
九
八
三
年

一
九
八
四
年

一
九
八
六
年

一
九
八
六
年
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「
中
国
現
代
史
研
究
の
課
題
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
東
亜
』
二
二
三
号
　
一
九
八
六
年

「
膠
仲
榿
の
二
度
の
訪
日
に
つ
い
て
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
六
〇
巻
一
号
　
一
九
八
七
年

、
．
↓
ぎ
問
o
仁
p
α
四
二
〇
塁
蝉
コ
α
ロ
ヨ
一
房
o
犠
oo
臼
8
℃
o
≦
R
ぎ
O
⊆
o
日
ぎ
α
餌
口
鵬
置
①
o
一
〇
讐
I
O
o
＜
①
旨
ヨ
①
口
戸
℃
巽
身
四
旨
α
℃
①
〇
三
①
、
、
り

　
肉
◎
ミ
ミ
駄
ミ
ご
誤
亀
ミ
織
卜
帯
ミ
冴
ミ
し
o
ミ
碍
、
o
ミ
ミ
き
O
、
ミ
ミ
曽
①
象
9
α
び
『
ω
ε
四
暮
力
●
ω
o
ゴ
轟
ヨ
ψ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
三
器
ω
①
d
三
＜
o
邑
蔓
o
貼
＝
o
鑛
囚
o
轟
零
①
ω
9
一
〇
〇
〇
刈
’

「
胡
耀
邦
の
失
脚
と
中
国
政
治
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
三
田
評
論
』
八
八
四
号

「
日
中
関
係
－
対
立
と
協
調
の
五
〇
年
」
（
座
談
会
－
細
谷
千
博
、
毛
里
和
子
、
菱
田
雅
晴
）
　
　
『
国
際
問
題
』
三
二
八
号

「
第
一
次
国
共
合
作
的
政
治
結
構
」
　
　
　
　
　
孫
中
山
研
究
学
会
編
『
孫
仲
山
和
他
的
時
代
』
中
、
中
華
書
局
、
北
京

「
日
本
に
お
け
る
中
国
人
革
命
家
の
活
動
、
一
八
八
七
年
～
］
九
〇
九
年
」
（
稿
）
　
　
　
　
　
　
　
　
外
交
資
料
館
資
料

「
近
代
史
か
ら
見
た
現
代
日
中
関
係
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
東
亜
』
二
五
四
号

「
在
和
平
与
民
主
主
義
段
階
的
中
国
国
民
党
戦
後
政
権
構
想
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
張
憲
文
他
編
『
民
国
梢
案
与
民
国
史
学
術
討
論
会
論
文
集
』
梢
案
出
版
社
、
北
京

「
中
国
政
党
史
論
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
村
浩
一
編
『
現
代
中
国
の
政
治
世
界
』
岩
波
書
店

「
今
こ
そ
民
国
史
観
を
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
近
き
に
在
り
て
』
一
七
号

「
中
国
革
命
の
主
体
性
に
つ
い
て
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
三
色
旗
』
五
一
三
号

「
天
安
門
事
件
を
ど
う
見
る
か
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
田
清
子
編
『
中
国
の
切
り
開
く
道
』
勤
草
書
房

「
孫
文
と
五
四
運
動
・
ソ
連
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
井
昇
三
・
横
山
宏
章
編
『
孫
文
と
毛
沢
東
の
遺
産
』
研
文
出
版

「
衷
世
凱
の
政
治
と
帝
政
論
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
野
重
昭
・
天
児
慧
編
『
二
〇
世
紀
の
中
国
』
東
京
大
学
出
版
会

「
中
国
政
党
史
論
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
国
書
局
編
輯
部
編
『
辛
亥
革
命
与
近
代
中
国
』
上
、
中
華
書
局

「
橘
撲
の
中
国
軍
閥
論
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
六
八
巻
五
号

「
歴
史
の
な
か
の
現
代
中
国
」
　
　
　
　
　
　
　
　
松
阪
大
学
現
代
史
研
究
会
編
『
世
界
の
現
代
史
を
学
ぶ
』
晃
洋
書
房

一
九
八
七
年

一
九
八
七
年

一
九
八
七
年

一
九
八
八
年

一
九
八
八
年

一
九
八
八
年

一
九
八
九
年

一
九
九
〇
年

一
九
九
〇
年

一
九
九
二
年

一
九
九
二
年

］
九
九
四
年

一
九
九
四
年

一
九
九
五
年

一
九
九
五
年
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．
．
（
》
目
F
け
『
①
甲
｛
一
ω
辞
O
『
一
〇
餌
一
【
）
O
口
辞
一
【
＝
』
一
6
賓
O
暁
【
）
『
恥
肖
F
①
ω
①
℃
O
一
凶
辞
一
〇
ω
一
昌
吐
『
O
N
O
ひ
『
［
【
》
Φ
同
F
一
』
吋
＜
、
層

国
父
建
党
革
命
一
百
周
年
学
術
討
論
集
編
輯
委
員
会
編
『
国
父
建
党
革
命
一
百
周
年
学
術
討
論
集
』
第
四
冊
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
代
中
国
出
版
社
、
台
北

「
中
華
民
国
と
現
代
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
近
き
に
在
り
て
』
三
〇
号

「
変
容
す
る
？
中
国
と
い
う
シ
ス
テ
ム
」
（
座
談
会
－
天
児
慧
、
田
中
明
彦
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
世
界
』
六
二
〇
号

「
初
期
孫
文
に
お
け
る
伝
統
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
国
民
国
家
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
交
錯
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
田
広
士
・
横
手
愼
二
編
『
地
域
研
究
と
現
代
国
家
』
慶
鷹
義
塾
大
学
出
版
会

「
西
欧
近
代
と
の
接
触
－
中
国
を
中
心
と
し
て
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
国
際
問
題
』
四
七
九
号

コ
一
十
世
紀
中
国
政
治
の
歴
史
的
連
続
性
」
　
　
　
　
　
　
武
田
清
子
編
『
中
国
へ
の
か
け
は
し
』
宋
慶
齢
日
本
基
金
会

「
中
国
に
と
っ
て
の
二
十
世
紀
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
東
亜
』
四
〇
四
号

「
日
中
関
係
一
五
〇
年
－
相
互
依
存
、
競
存
、
敵
対
」
　
　
米
慶
余
主
編
『
國
際
関
係
与
東
亜
安
全
』
天
津
人
民
出
版
社

「
二
一
世
紀
へ
向
け
て
の
東
方
学
の
展
望
ー
中
国
近
・
現
代
政
治
史
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
東
方
学
』
第
一
〇
〇
輯

一
九
九
五
年

一
九
九
六
年

一
九
九
六
年

一
九
九
八
年

二
〇
〇
〇
年

二
〇
〇
〇
年

二
〇
〇
一
年

二
〇
〇
一
年

二
〇
〇
一
年
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